
山県市こども計画 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども・若者を取り巻く課題 

１．「子育ち」応援のまちづくりの推進が必要です 

２．子育て世帯に対する切れ目ない支援が必要です 

３．産前・産後における支援体制の充実が必要です 

４．多様化する保育ニーズへの対応が必要です 

５．保育・教育にかかる人材の確保が必要です 

６．

７．仕事と子育てが両立できる環境づくりが求められます 

８．安心・安全の確保が重要です 

目標指標 

 

Ⅰ ライフステージに応じた切れ目ない支援 

基本施策１ 母親の妊娠期～乳幼児期 

基本施策２ 学童期・思春期 

基本施策３ 青年期 

基本施策４ ライフステージ全般 

 

Ⅱ 困難な状況にあるこどもへの支援 

基本施策１ 

基本施策２ 

基本施策３ 

障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

児童虐待防止対策と社会的養護の推進 

貧困対策とひとり親家庭への支援及びヤングケアラーへの支援 

目標指標 現状値（R5） 目標指標（R10） 

地域における子育て環境や支援への満足度（「満足度が低い１～満
足度が高い５」のうち「４」及び「５」の合計割合） 

 就学前児童保護者 ５４．９％ ５８．０％以上 

小学生児童保護者 ４２．５％ ５５．０％以上 

ヤングケアラーという言葉を知っているか（「言葉も内容も知って
いる」の割合） 

 就学前児童保護者 ６８．９％ ７５．０％以上 

小学生児童保護者 ７５．０％ ８０．０％以上 

お子さんがこれまでに受けた乳幼児健康診査に満足している
か（「満足している」の割合） 

 就学前児童保護者 ８０．４％ ８５．０％以上 

お子さんは朝食を食べているか（「ほとんど毎日食べる」の割合） 

 就学前児童保護者 ９２．３％ ９５．０％以上 

小学生児童保護者 ８８．４％ ９５．０％以上 

困っていることを相談できる人はいるか（「いる」の割合） 

 中学生・高校生アンケート ９４．１％ ９６．０％以上 

 

基本理念  みんなでつくる「山県市こどもまんなか社会」 

 

Ⅲ 子育て当事者への支援 

基本施策１ 

基本施策２ 

子育てに関する経済的負担の軽減 

職業生活と家庭生活の調和 

 

Ⅳ 社会全体での支援 

基本施策１ 

基本施策２ 

子育て意識の醸成 

こども・若者の意見反映と 
こども施策の推進基盤づくり 

計画期間：令和７年度～令和11年度 


